
７ ６

I N F O R M A T I O N
　

八
ヶ
岳
美
術
館
開
館
30
周
年

記
念
・
館
内
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
記
念

企
画
展
と
し
て
、「
津
金
孝
邦
展

〜
ふ
る
さ
と
に
よ
せ
て
〜
」が
５

月
31
日
月
ま
で
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。ま
た
、津
金
さ
ん
を
お
迎

え
し
、ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク「
ふ
る

さ
と
に
よ
せ
て
」を
開
催
し
ま
す
。

※
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

日
時
●
5
月
15
日
土

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

会
場
●

　

八
ヶ
岳
美
術
館
企
画
展
示
室

問
い
合
わ
せ
先
●

　

八
ヶ
岳
美
術
館

　

☎
７
４
‐
２
７
０
１

　

今
年
の
病
院
祭
テ
ー
マ
は
、

「
み
ん
な
に 

笑
顔
と
健
康
を
！
力

を
合
わ
せ
て
お
願
い
だ
〜
」で
す
。

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
多
数
企
画

し
て
い
ま
す
。ご
近
所
、ご
友
人

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、お
越
し
く

だ
さ
い
。

日
時
●
5
月
29
日
土

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜

会
場
●
諏
訪
赤
十
字
病
院

問
い
合
わ
せ
先
●

　

諏
訪
赤
十
字
病
院　

総
務
課

　

☎
５
７
‐
６
０
３
３

 

本
格
的
な
登
山
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
、山
の
安
全
祈
願
式
典
を
行
い

ま
す
。

日
時
●
６
月
6
日
日 

午
前
11
時

場
所
●
八
ヶ
岳
阿
弥
陀
岳
山
頂

集
合
場
所
●
舟
山
十
字
路

集
合
時
間
●
午
前
６
時

定
員
●
１
０
０
人（
先
着
順
）

申
込
締
切
●
５
月
28
日
金

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
先
●

　

原
村
観
光
協
会

　

☎
７
９
‐
７
０
７
２（
直
通
）

　　　

黒
部
峡
谷
は
、宇
奈
月
か
ら
欅

平
間
を
運
行
す
る
黒
部
峡
谷
鉄

道
を
通
じ
て
、皆
さ
ん
に
親
し
ま

れ
て
き
て
い
ま
す
。一
方
、発
電
施

設
の
保
守
、工
事
用
と
し
て
も
使

用
し
て
い
ま
す
。水
力
発
電
事
業

を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、見

学
会
を
開
催
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
●
黒
部
ル
ー
ト

見
学
公
募
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
７
６
‐
４
４
２
‐
８
２
６
３

募
集
期
間
●
９
月
29
日
水

※
詳
し
く
は
、役
場
ロ
ビ
ー
に
設

置
し
て
あ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、ま

た
は
、富
山
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
（
財
）国
際
青
少
年
研
修
協
会

で
は
、体
験
を
通
し
て
お
互
い
の

理
解
や
交
流
を
深
め
、国
際
性
を

養
う
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て

い
ま
す
。

内
容
●
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
文
化
交
流
・
学
校
体
験
・

英
語
研
修
・
地
域
見
学
・
野
外
活

動
な
ど

派
遣
先
●
米
国
・
英
国
・
豪
州
・

カ
ナ
ダ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
サ
イ
パ

ン
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
フ
ィ
ジ
ー

日
程
●（
８
〜
18
日
間
）

  

７
月
23
日
金
〜
８
月
15
日
日

対
象
●
小
学
３
年
〜
高
校
３
年

参
加
費
●
19
万
〜
52
万
円（
共

通
経
費
は
別
途
か
か
り
ま
す
。）

申
込
締
切
●
６
月
４
日
金
お
よ

び
６
月
14
日
月

※
日
程
・
対
象
・
参
加
費
・
申
込

締
切
な
ど
、
事
業
に
よ
り
異
な
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
●
財
団
法
人　

国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

☎
０
３
‐
６
４
５
９
‐
４
６
６
１

※
詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

諏
訪
地
域
を
中
心
に
諏
訪
湖

お
よ
び
そ
の
周
辺
河
川
の
自
然

環
境
の
保
全
に
関
す
る
事
業
や

活
動
を
行
う
個
人
・
団
体
等
に
助

成
を
行
な
う
基
金
で
す
。

助
成
金
額
●
５
万
〜
30
万
円
程

度
で
、必
要
と
認
め
ら
れ
る
額

助
成
対
象
期
間
●
平
成
23
年
４

月
〜
平
成
24
年
３
月

募
集
開
始
●
平
成
22
年
10
月
〜

提
出
書
類
●
事
業
の
目
的
・
内

容
・
金
額
な
ど
を
記
載
し
た
申
請

書
を
ご
提
出
い
た
だ
き
ま
す
。　

問
い
合
わ
せ
先
●

　

八
十
二
銀
行
法
人
部

　

☎
０
２
６
‐
２
２
４
‐
６
１
１
３

第
６
回
日
赤
病
院
祭

日 土金木水火月

■役場［☎79-2111］
土曜日、日曜日、祝日

■診療所［☎79-2716］
土曜日、日曜日、祝日

■地域福祉センター［☎79-7092］
土曜日、日曜日、祝日

■老人憩の家［☎79-2111（内線128）］
日、火、木曜日

■中央公民館［☎79-7940］
無　休

■社会体育館［☎79-4922］
火曜日

■図書館［☎70-1500］
月曜日、祝日、５/28

■八ヶ岳美術館［☎74-2701］
無　休

■八ヶ岳自然文化園［☎74-2681］
火曜日

■もみの湯［☎74-2911］
5/19、6/2

5月 6月

M a y  t o  J u n e

  15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31 1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12

14 15

小
学
生
〜
高
校
生
の

た
め
の
夏
休
み
海
外
派
遣

募　

集

イ
ベ
ン
ト

津
金
孝
邦
展

黒
部
ル
ー
ト
見
学
会

高
島
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金

第
26
回
八
ヶ
岳

（
阿
弥
陀
岳
）開
山
祭

TEL.79-7922（直通）
E-Mail:muradukuri@vill.hara.nagano.jp

村づくり戦略推進室
　　　　村づくり係からのお知らせ

13

富山県ホームページアドレス
http://www.pref.toyama.jp/cms-cat/501010/kj00000094.html

財団法人国際青少年研修協会ホームページアドレス
http://www.kskk.or.jp

国際交流を地域づくりに活かす　　ニュージーランドからＡＬＴを迎える

　交通や情報通信の発達により、人や物、情報の国際化が加速され、経済や社会、文化、地球環境など様々な分野で、国際社会の
動向の影響を受けるようになりました。国際化が進む社会では、今後ますます、国際的視野を身につけることが必要となってき
ています。原村では、国際化の推進、国際理解・交流の推進を図るため、ニュージーランド・フランクリン地区プケコヘ区と相互
友好都市関係を築き、様々な分野での交流を深めています。

〔ありがとう！キミ先生！〕
　平成17年５月、原中学校と教育交流同意書を結んでいるプケコヘインターメディエートスクール
からＡＬＴ（外国語指導助手）として、ジョージナ・キミ先生が着任しました。そして、約５年間、原小中
学校の英語講師だけでなく、住民を対象とした英会話教室の講師など、当村の国際交流推進に積
極的に協力していただき、また原村と友好都市締結しているニュージーランドプケコヘ区との橋渡
しをしていただきました。キミ先生は、ニュージーランドに戻り、プケコヘハイスクールに勤務する
ことになります。キミ先生は、「原村に来られて、多くの子どもたちに接して、とてもうれしかった。素
敵な思い出がたくさんできました。村の皆さんには、とても優しく接していただき、たくさんのこと
を教えていただき、本当に感謝します。」と心から感謝の気持ちを伝えていました。

～ジョージナ・キミ先生＆リオン・ショー先生『歓送迎会』が開催されました～
　４月７日、３月で退任するジョージナ・キミ先生と、後任として着任したリオン・ショー
先生の歓送迎会を、国際交流クラブ原村の協力により地域福祉センターで開催しまし
た。原中学生や卒業生、キミ先生と親交があった村民約80名が集まり、キミ先生に感謝
をし、ショー先生を歓迎しました。当日は、プケコヘインターメディエートスクールのゲ
リー・スウィーニー校長先生も来られ、「キミ先生が５年間、原村に勤められ、たくさんの
村民に支えられたことに感謝し、またキミ先生同様に、ショー先生も助けていただきた
い」と述べました。　　   

外国語指導助手（ＡＬＴ）『リオン・ショー先生』着任
　22年３月より、プケコヘインターメディエートスクールの、
ゲリー・スウィーニー校長先生の推薦により「リオン・ショー
先生」が原中学校のＡＬＴとして着任しました。ショー先生は、
ニュージーランドの姉妹友好都市を結んでいるプケコヘ区
の隣、ワイウク区出身で、原村に来る前は、ニュージーランド
の大学や、韓国の英語スクールで講師を勤められ、子どもか
ら大人まで多くの人へ英語指導をしてきました。日本に来る
のは初めてで、キミ先生同様、中央公民館で一般村民向けの
英会話講座を開きます。

　ショー先生は、原村の印象として「親しみやすい人たちが
たくさんいて、みんな活力がみなぎった元気な村」と話し、原
村の子どもたちは、「とても好奇心が強く元気がいい。みん
な、一生懸命話を聞いてくれるいい生徒だ」と話していまし
た。
　また、原村の子どもたちへ「英語を楽しみながら学んで、英
語を好きになってもらいたい。若い時代の時間を有効に使っ
て、何にでもチャレンジしてください。」と話していました。

原村の人づくり事業～「海外・国内研修」への補助制度～
海外又は国内において、各産業・文化等の先進地の研修視
察等を行うことにより、村内産業の発展と村の活性化に寄
与する、国際感覚豊かな人材の育成を目的として、村内の事
業者及び企業・事業所等に雇用されている人、また村内中
学生等に対し、宿泊費及び交通費を補助します。

■補助の額
　対象経費の２分の１以内　　　　　　　　　　　　　
　国外20万円、県外３万円、県内１万円を限度。　　　　  
　（この事業は、１人１回のみの申請になります）

■ニュージーランド『ワイウク区』とは…
ニュージーランドオークランド地方に
位置し、姉妹都市友好交流を結んでい
るプケコヘ区と同じ『フランクリン地
区』内の６つの町の１つです。
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市
町
村
ご
と
の
気
象
警
報
・

注
意
報
の
詳
し
い
内
容
は
、
気

象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
国
土
交

通
省
防
災
情
報
提
供
セ
ン
タ
ー

の
携
帯
電
話
サ
イ
ト
に
掲
載
す

る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
●
長
野
地
方
気

象
台
防
災
業
務
課

　

☎
０
２
６
‐
２
３
２
‐
３
７
７
３

　　
　

　　

５
月
31
日
月
は
、平
成
22
年

度
の
自
動
車
税
の
納
期
限
で
す
。

　

自
動
車
税
は
、４
月
１
日
現

在
で
自
動
車（
軽
自
動
車
、二
輪

車
を
除
く
）を
お
持
ち
の
方
に
納

め
て
い
た
だ
く
県
税
で
す
。

　

自
動
車
税
は
、金
融
機
関
・
郵

便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

及
び
諏
訪
地
方
事
務
所
税
務
課

で
納
付
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
●

　

諏
訪
地
方
事
務
所
税
務
課

　

☎
５
７
‐
２
９
０
５

　　

簡
単
な
手
続
き
で
、
労
働
者
・

事
業
主
双
方
で
利
用
で
き
ま
す
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

納
得
で
き
な
い
理
由
で
突
然

解
雇
さ
れ
た
・
説
明
な
く
パ
ー

ト
の
時
給
が
下
げ
ら
れ
た
・
配

転
命
令
に
従
業
員
が
従
が
わ
な

い
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。費
用
は
か
か

り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先
●

　

長
野
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
２
６
‐
２
３
５
‐
７
４
６
８

　

交
通
事
故
に
遭
わ
れ
て
お
困

り
の
方
の
た
め
に
、
全
国
に

「
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
し
、
自
動
車
損

害
賠
償
責
任
保
険
（
自
賠
責
保

険
）
な
ら
び
に
任
意
自
動
車
保

険
の
請
求
に
つ
い
て
、
無
料
で

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

専
門
の
相
談
員
が
対
応
し
ま

す
。
ま
た
、
弁
護
士
に
よ
る
相

談
日
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

（
無
料
で
す
が
、
予
約
が
必
要

で
す
。
）

受
付
日
時
●
（
祝
日
を
除
く
）

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　

午
前
９
時
〜
正
午

　

午
後
１
時
〜
５
時

※
来
訪
相
談
を
希
望
の
場
合

は
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
●
社
団
法
人
日

本
損
害
保
険
協
会　

長
野
県
自

　　

平
成
23
年
の
歌
会
始
の
お
題

は「
葉
」と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

「
葉
」の
文
字
の
入
っ
た「
若
葉
」の

よ
う
な
熟
語
を
使
用
し
て
も
か

ま
い
ま
せ
ん
。

詠
進
の
期
間
●
9
月
30
日
木

郵
便
の
あ
て
先
●

〒
１
０
０
‐
８
１
１
１　

宮
内
庁

※
封
筒
に「
詠
進
歌
」と
書
き
添

え
て
く
だ
さ
い
。

詠
進
要
領
●

①
詠
進
歌
は
お
題
を
詠
み
込
ん

だ
自
作
の
短
歌
で
一
人
一
首
と
し
、

未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

②
書
式
は
、半
紙
を
横
長
に
用
い
、

左
記
の
よ
う
に
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

③
記
載
事
項
は
全
て
毛
筆
で
自

書
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

疑
問
が
あ
る
場
合
●
直
接
、宮
内

庁
式
部
職
あ
て
に
、郵
便
番
号
、

住
所
、氏
名
を
書
き
、返
信
用
切

手
を
貼
っ
た
封
筒
を
添
え
て
、９

月
20
日
月
ま
で
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

気
象
庁
で
は
、
5
月
27
日
木

（
予
定
）
か
ら
、
気
象
警
報
・

注
意
報
を
市
町
村
を
対
象
と
し

て
発
表
し
ま
す
。
例
え
ば
、
原

村
に
災
害
発
生
の
お
そ
れ
が
あ

る
場
合
、
こ
れ
ま
で
は
、
原
村

を
含
む
「
長
野
県
」、「
長
野
県

中
部
」
あ
る
い
は
「
諏
訪
地

域
」
に
対
し
て
警
報
・
注
意
報

を
発
表
し
て
い
ま
す
が
、
改
善

後
か
ら
は
、「
原
村
」
を
明
示
し

て
発
表
し
ま
す
。

　

な
お
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な

ど
で
大
雨
や
洪
水
な
ど
の
警
報

が
放
送
さ
れ
る
と
き
は
、
画
面

に
表
示
で
き
る
文
字
数
や
読
み

上
げ
可
能
な
文
章
の
範
囲
内
で

伝
え
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
の
地
域
名
で
放

送
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

カ
ル
チ
ャ
ー

ス
ポ
ー
ツ

心配ごと相談所　問☎79-7228
◇日時／６月６日（日）  
　　　　午後１時30分～午後６時
◇場所／保健センター２階
◇担当／永田安一相談員、五味勇吉相談員

国民年金出張相談会　問☎23-3661
◇日時／６月２日（水）
　　　　午前10時～午後３時
◇場所／富士見町役場
◇担当／岡谷年金事務所職員

消費生活相談　問☎23-8260
◇日時／土曜日・日曜日・祝日・第３火曜日以外
　　　　午前10時～午後６時
◇場所／岡谷市中央町（ララオカヤ１階）

税務相談所　問☎28-6666
◇日時／６月９日（水）午前10時～正午
◇場所／下諏訪商工会議所会館２階
◇担当／関東信越税理士会諏訪支部の税理士

交通事故巡回相談　問予約☎57-2902
◇日時／６月10日（木）
　　　　午前10時～午後３時
◇場所／諏訪合同庁舎
◇担当／長野県交通事故相談所松本支所の
　　　　交通事故相談員

街角なんでも無料相談会
　◇日時／第３土曜日　午前10時～午後３時
　◇場所／ベルビア３階マリオローヤル会館
　◇内容／社労士（就業規則・労働相談・年金等）
　　行政書士（遺言・相続・農地・建設許可等）
　◇担当／行政書士・社労士
　問☎79-5425（行政書士）
　　☎24-2416（社労士）

お
知
ら
せ

動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
６
‐
２
２
６
‐
３
５
８
２

※
詳
し
く
は
、社
団
法
人
日
本
損

害
保
険
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

社
会
体
育
館

　
　
　
　

☎
7
9
‐
4
9
2
2

■
少
年
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

　

○
５
／
15
土　

○
５
／
22
土

　

○
５
／
29
土　

○
６
／
5
土

　
　

午
後
６
時

■
少
年
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

　

○
５
／
21
金　

○
５
／
28
金

　

○
6
／
4
金　

○
６
／
11
金

　
　

午
後
６
時
30
分

■
春
季
陸
上
記
録
会

　

○
５
／
15
土　

午
前
８
時
30
分

　
　

中
学
校
校
庭　

■
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

○
5
／
19
水　

午
前
８
時

　
　

弓
振
農
村
広
場

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

　

○
５
／
22
土　

○
６
／
12
土

　
　

正
午
〜
午
後
５
時

■
筋
力
ア
ッ
プ
教
室

　

○
５
／
27
木   

午
後
７
時
30
分

■
利
用
者
会
議

　

○
６
／
９
水   

午
後
７
時
30
分

■
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

○
６
／
12
土　

午
後
７
時

　

中
央
公
民
館

　
　
　
　

☎
7
9
‐
7
9
4
0

■
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
教
室

　

②
５
／
17
月　

午
後
1
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　

午
後
７
時
30
分

■
あ
ひ
る
ク
ラ
ブ

　

②
５
／
19
水　

午
前
10
時

■
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
講
座
①

　

③
５
／
21
金

■
パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
習

 　
　

午
後
１
時
30
分

　

①
５
／
24
月　

②
５
／
26
水

　

③
５
／
28
金 　

　
　

午
後
７
時

　

①
６
／
２
水　

②
６
／
４
金

　

③
６
／
７
月

■
午
後
の
Ｔ
e
a 

Ｔ
i
m
e
①

　

○
５
／
27
木　
午
後
1
時
30
分

■
ジ
ュ
ニ
ア
教
室

　

①
５
／
29
土　

午
前
９
時
30
分

■
パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト
相
談
会

　

○
５
／
31
月　

○
6
／
9
水

   　

午
後
１
時
30
分

■
デ
ジ
カ
メ
講
座
①

　

○
５
／
31
月    

午
前
９
時
30
分

■
ふ
れ
あ
い
学
級

　

③
６
／
10
木　

午
後
1
時
15
分

大
雨
な
ど
の
気
象
警
報･

注
意
報
を

市
町
村
ご
と
に
発
表
し
ま
す

気象庁ホームページアドレス
http://www.jma.go.jp/

自
動
車
税
は
コ
ン
ビ
ニ

納
付
が
可
能

募　

集

平
成
23
年
の
歌
会
始
の
お
題

及
び
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

書式図（横長）

国土交通省防災情報提供センター携帯電話サイト
http://www.mlit.go.jp/saigai/bosaijoho/i-index.html

 

防災情報提供センター
携帯端末用ＱＲコード

労
働
者
・
事
業
主
間
の
ト
ラ
ブ
ル

を
解
決
す
る
「
あ
っ
せ
ん
」

自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

※紹介本表紙掲載については、出版社の許諾済みです。

児童図書

図書館からのお知らせ

■開館：火～日曜日、午前10時～午後6時15分
■休館：毎週月曜日、国民の祝日、5／28（金）

w w w . l i b n e t - s u w a . g r . j p

宮内庁ホームページアドレス
http://www.kunaicho.go.jp/

★図書館まつり 
日時／

6月19日（土）、20（日）
楽しい催し物を計画して
います。詳細は図書館ま
つりのチラシをご覧くだ
さい。

★子どもとしょかん
　ボランティア募集
図書館まつりやおはなし
会などで、お手伝いをし
てくれる小中学生を募集
しています。興味のある
方は図書館までご連絡く
ださい。

あすなろ三三七拍子
重松清（朝日新聞社）

合言葉は押忍！フツーのオヤジ
が大学の応援団にマジ社命で出
向。ヤバい学ラン姿が、限りな
く美しい。爆笑ウルウル熱い勇
気がはじけとぶ、応援小説。
「サンデー毎日」連載に加筆し
書籍化。

オー！ファーザー
井坂幸太郎（新潮社）

こころに響いた、あのひと言
（いい人に会う）編集部編（岩波書店）

我が家は、６人家族で大変なんだ。
えっそんなに珍しくないって？ま
あ聞いてよ。母ひとり子ひとりは
いいとして、父親が４人もいるん
だよ。しかも、アクの強い…みん
などこか変わっていて…。さて、
ごく普通の高校生、由紀夫は…。

苦しいときに勇気を与えてくれ
た言葉。人生の岐路で指針とな
った言葉、さりげないけれどここ
ろ揺さぶられた言葉。いつまで
も忘れられないひと言をめぐる
エピソードを、各界で活躍中の
52人がつづる。

まだまだカメラマン人生
石川文洋（新日本出版社）

四国遍路の旅、心筋梗塞からの復活、
思い出の人との再会。病気にも負け
ずカメラマン人生を続ける著者が、
2006年からの歩みを綴る。「公評」
掲載に加筆して単行本化。以前、原
村図書館で講演していただいた石
川文洋さんの著作をぜひどうぞ。

てのひら
瀧村有子作　ふじたひおこ絵（PHP）

3歳のゆみちゃんは、バスに乗
っても、幼稚園に着いても、口
をぎゅっとむすんだままで元気
がない。ある日、ママはゆみち
ゃんに元気がでるおまじないを
手のひらにしてくれて･･･親子に
向けた、心にしみる絵本。

くまさんおでかけ
なかがわりえこ文　なかがわそうや絵
わにわにのおおけが
小風さち文　山口マオ絵　福音館書店（2冊とも）

福音館のこどものとも年少版が
ハードカバーの幼児絵本になり
ました。くまさんとわにわにの
世界をお楽しみください。読み
聞かせにぜひどうぞ。

お
題
「
葉
」

○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

〒
　

住
所

　

電
話
番
号

　
　
　
　
　

氏　

名

　
　
　
　
　

生
年
月
日

　

職
業

ふ
り
が
な

社団法人日本損害保険協会ホームページ
http://www.sonpo.or.jp

（
山
折
り
）
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第
１
１
９
回「
村
長
と
話
し
合

う
日
」を
行
い
ま
す
。希
望
者
は

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
５
月

　19　
日
水

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
７
時

■
場
所
／
原
村
役
場　

村
長
室

■
そ
の
他
／「
村
長
室
へ
よ
う
こ

そ
事
業
」村
長
の
在
庁
時
で
都
合

の
つ
く
限
り
懇
談
に
応
じ
ま
す
。

　

諏
訪
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

と
長
野
地
方
法
務
局
諏
訪
支
局

で
は
、
人
権
擁
護
活
動
の
一
環
と

し
て
「
特
設
人
権
相
談
所
」
を
開

設
し
ま
す
。

　
「
い
じ
め
」
「
体
罰
」
「
不
登

校
」「
虐
待
」
等
子
ど
も
に
か
か

■
場
所
／
図
書
館
２
階
会
議
室

※
交
流
サ
ロ
ン
／
5
月
28
日
金

原
村
保
育
所
に
て
行
い
ま
す
。
保

育
所
入
所
児
童
の
お
兄
さ
ん
お

姉
さ
ん
と
交
流
で
き
ま
す
。
大
勢

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
時
間
／
午
前
10
時
〜
正
午

■
持
ち
物
／
汗
を
拭
く
タ
オ
ル

　

水
筒　

上
履
き
（
必
要
な
方
）

わ
る
問
題
「
セ
ク
ハ
ラ
」
「
ス

ト
ー
カ
ー
」「
性
的
差
別
」
な
ど

の
女
性
問
題
「
親
子
・
親
族
」

「
近
隣
」
「
村
八
分
」
「
同
和
問

題
」
「
境
界
」
「
借
地
・
借
家
」

「
相
続
」
等
の
問
題
そ
の
他
ど
こ

に
相
談
し
て
よ
い
か
分
か
ら
な
い

問
題
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
が
、
ご
相
談

に
応
じ
ま
す
。
ま
た
、
相
談
は
無

料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
日
時　

５
月
28
日
金

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所　

中
央
公
民
館　

和
室

■
相
談
員　

人
権
擁
護
委
員

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

「
子
ど
も
手
当
」
は
、
次
代
の

社
会
を
担
う
子
ど
も
の
健
や
か

な
育
ち
を
社
会
全
体
で
応
援
す

る
制
度
で
す
。

・
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
方

に
、
中
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
の

子
ど
も
1
人
に
つ
き
、
月
額
1
万

3
千
円
（
平
成
22
年
度
）
を
支
給

し
ま
す
。

・
今
ま
で
児
童
手
当
を
受
給
で
き

な
か
っ
た
方
は
、
申
請
が
必
要
で

す
。

・
子
ど
も
の
出
生
な
ど
に
よ
り
、

対
象
人
数
が
か
わ
っ
た
場
合
は

額
改
定
認
定
請
求
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

・
公
務
員
に
つ
い
て
は
、
勤
務
先

か
ら
支
給
し
ま
す
。
公
務
員
に

な
っ
た
場
合
に
は
、
消
滅
届
け
の

提
出
が
必
要
で
す
。

・
本
年
3
月
ま
で
「
児
童
手
当
」

を
受
給
し
て
い
た
方
は
、
申
請
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
新
た
に
子
ど
も
手
当
の
対
象
と

な
る
子
ど
も
が
い
る
場
合
に
は
、

額
改
定
認
定
請
求
書
の
提
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
）

本
年
度
は
子
ど
も
手
当
が
支
給

さ
れ
る
た
め
、
児
童
手
当
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

 

保
育
所
や
幼
稚
園
へ
入
園
す
る

前
の
お
子
さ
ん
の
遊
び
の
場
や

保
護
者
の
仲
間
づ
く
り
の
場
と

し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。担
当
者

が
子
育
て
の
お
手
伝
い
を
し
ま

す
の
で
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
５
月
の
開
設
日 

　

18
日
火
、
20
日
木
、
21
日
金
、

　

25
日
火
、
27
日
木

■
６
月
の
開
設
日 

　

1
日
火
、
3
日
木
、
4
日
金
、

　

8
日
火
、
10
日
木
、
11
日
金
、

　

15
日
火

■
開
設
時
間

　

午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

http://w
w
w.vill.hara.nagano.jp/  E-M

ail haram
ura@vill.hara.nagano.jp

TEL.0266-79-2111（代）
FAX.0266-79-5504

むらのかかりつけ医のコーナーは掲載おやすみ中

■議会事務局 ☎79-7951
■総務課
　総務係 ☎79-2111
 （内232）
　　　　　　 ★災害時連絡先
■村づくり戦略推進室
　村づくり係 ☎79-7922
　企画係 ☎79-7942
■住民財務課
　税務係 ☎79-7923
　財政係 ☎79-7924
　住民係 ☎79-7927
■会計室
　会計係 ☎79-7935
■保健福祉課
　社会福祉係 ☎79-7092
　健康づくり係 ☎79-7092
　医療給付係 ☎79-7925
　原村診療所 ☎79-2716
　保育所 ☎79-3559
■建設水道課
　建設係 ☎79-7921
　環境係 ☎79-7933
　上下水道係 ☎79-7943
■農林商工観光課　
　農政係 ☎79-7931
　農村整備係 ☎79-7932
　商工観光係 ☎79-7929
　農業委員会 ☎79-7934
■教育委員会　教育課
　学校教育係 ☎79-7920
　文化財係 ☎79-7930
　原小学校 ☎79-2123
　原中学校 ☎79-2455
　生涯学習係 ☎79-7940　中央公民館 
　社会体育館 ☎79-4922
　原村図書館 ☎70-1500
■諏訪広域連合
　原消防署 ☎79-2442
　　　　　　 ★災害時連絡先

　　　　
　
　　

｝

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

☎
79
‐
7
0
9
2
（
直
通
）

子
育
て
サ
ロ
ン
開
設

村
長
と
話
し
合
う
日

問
・
■
■
■
総
務
課
総
務
係

　
☎
79
‐
2
1
1
1
（
内
線
2
3
1
）

申
込
先

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

☎
79
‐
7
0
9
2
（
直
通
）

子
ど
も
手
当

特
設
人
権
相
談

問
住
民
財
務
課
住
民
係

　

☎
79
‐
7
9
2
7
（
直
通
）

山
麓
朴
談

村
長
き
よ
し
の

COLUMN

33

　　

２
０
０
９
年
中
の
原
村
の
人
口
増
加

率
は
、１
・
05
％
で
県
下
１
位
で
し
た
。

人
口
動
態
を
国
勢
調
査
方
式
で
推
計
し

た
も
の
で
す
。人
口
減
少
に
悩
む
市
町

村
が
多
い
中
で
、
有
難
い
こ
と
と
感
謝

致
し
ま
す
。

　

ま
ず
長
野
県
の
状
況
で
す
が
、
２
１

５
万
８
５
４
９
人
で
、
２
０
０
９
年
中

に
１
万
３
３
８
５
人
減
っ
て
い
ま
す
。人

口
が
増
え
た
の
は
９
つ
の
自
治
体
だ
け

で
、
他
は
総
て
減
っ
て
い
ま
す
。本
村
に

次
い
で
増
え
て
い
る
の
は
、
南
箕
輪
村

（
０
・
86
％
）、
波
田
町（
０
・
69
％
）で

す
が
、
波
田
町
は
松
本
市
に
合
併
し
ま

し
た
の
で
、
今
後
は
比
較
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

　

諏
訪
地
方
で
は
本
村
以
外
の
５
市
町

は
総
て
減
で
す
が
、
湖
周
の
３
市
町
が

特
に
減
り
ま
し
た
。こ
う
し
て
み
ま
す

と
人
口
減
少
社
会
と
い
う
の
が
実
感
さ

れ
て
淋
し
い
限
り
で
す
。時
代
の
或
る
時

を
限
っ
て
人
口
が
増
え
た
減
っ
た
と
騒

ぐ
こ
と
も
な
い
と
は
思
い
ま
す
が
、人
口

は
活
力
を
維
持
し
て
行
く
上
で
、
大
変

重
要
な
指
標
で
は
あ
り
ま
す
。原
村
の

人
口
推
計
値
は
昨
年
１
年
で
80
人
増
え

て
１
月
１
日
現
在
で
７
６
９
６
人
で
す

が
、
住
民
基
本
台
帳
に
よ
る
人
口
は
７

８
６
４
人
で
す
。住
基
人
口
は
２
百
人

位
多
く
な
る
の
が
常
で
す
。増
え
て
い
る

の
は
社
会
増
で
あ
っ
て
、自
然
動
態
で
は

減
で
す
。子
供
の
遊
び
声
が
満
ち
溢
れ

る
村
の
実
現
の
為
に
は
、
も
っ
と
子
供
が

生
ま
れ
て
欲
し
い
の
で
す
が
ま
ま
な
り

ま
せ
ん
。

　

本
村
は
こ
こ
10
年
以
上
、
毎
年
50
人

程
度
人
口
が
増
え
て
い
ま
す
。本
村
が

人
々
を
惹
き
つ
け
人
口
が
増
え
る
の
は
、

緑
豊
か
な
自
然
と
浩
然
の
気
を
養
え
る

大
ら
か
な
景
観
、
そ
れ
に
村
が
行
う

数
々
の
福
祉
施
策
、
又
村
の
知
名
度
を

上
げ
る
努
力
等
の
賜
と
思
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
発
信
、
原
村
フ
ァ

ン
ク
ラ
ブ
、原
村
応
援
大
使
、都
会
で
の

各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
積
極
的
参
加
、大
学

と
連
携
し
た
地
域
づ
く
り
、
そ
し
て
移

住
交
流
促
進
事
業
、
医
療
費
や
健
診
の

無
料
化
、
子
育
て
支
援
や
若
者
定
住
促

進
等
。こ
れ
ら
が
魅
力
を
作
っ
て
き
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。人
口
は
一
度
減
少
に
転

じ
る
と
な
か
な
か
回
復
は
難
し
い
の
で
、

村
の
活
力
と
魅
力
を
保
っ
て
い
る
こ
と

が
大
切
で
す
。参
議
院
の
「
国
民
生
活
・

経
済
に
関
す
る
調
査
会
」
の
聴
取
で
も
、

本
村
の
福
祉
施
策
と
人
口
増
は
注
目
さ

れ
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
こ
ん
な
投
書
が
あ
り
ま
し

た
。「
人
口
増
は
良
い
け
れ
ど
８
千
人
位

で
止
め
て
お
く
べ
き
だ
。新
住
人
は
村
の

習
慣
を
理
解
し
な
い
し
、協
調
も
し
な
い
。

自
己
主
張
が
強
す
ぎ
る
。土
手
草
も
焼

け
な
い
し
、
消
毒
も
出
来
な
い
。雪
も
か

こ
う
と
し
な
い
。ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
な
る

だ
け
だ
…
」。少
々
の
こ
と
は
仕
方
な
い

と
し
て
、
お
互
い
が
も
っ
と
近
づ
い
て
理

解
し
合
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

人
口
が
増
え
る
だ
け
で
な
く
、
心
和

む
村
と
し
て
発
展
し
て
行
き
た
い
も
の

で
す
。　　
　

           

　
　
　
　
　
　

原
村
長　

清
水　

澄

これから裁判員となる方へ
～裁判員裁判を経験された方々の声をご紹介します～

　自分が今まで経験したこととか、今思っていることを素直に出せばいいと思います。
（女性　50歳代　パート勤務）

　裁判員は、裁判官とかではないので、「一般人の代表」みたいな感じで、一般人の一般の意見を言った上
で、みんなで意見をまとめて、１つの判決になれば、それが一番、裁判員の中で重要なことじゃかいかなぁ、と
思います。（男性　20歳代　会社員）

　ずっと主婦をしていて、何かをみんなと一緒に話し合うことが今までほとんど無かったので、今回参加して、
１つの物事に対して色んな方向から意見が出て、話が出来るという場面があったので、すごく良かったと思い
ます。（女性　主婦）

　「裁判員裁判」は、非常に「難しいもの」だと考えていましたが、実際に裁判員裁判に参加して、非常に分かり
やすい言葉で、審理・評議が行われたので、参加しやすいと思います。（男性　60歳代　元会社員）

　検察官や弁護人は、大変分かりやすく説明しましたし、裁判官も分かりやすさに配慮して、易しく説明したと
いうことで、これがやはり「裁判員制度のメリットかな。」というように思いました。（男性　80歳代　無職）

　裁判の内容によるかもしれませんが、「もう一度選ばれる機会があったら、是非ともやってみたいかな。」と
いう気持ちです。（男性　30歳代　会社員）

　前向きに是非ともトライしていただきたいなと思います。自分の言ったことが、社会に反映されるということ
については、大変ある意味、楽しいものだというふうに思います。（男性　70歳代　自営業）

　裁判員制度ウェブサイト（http://www.saibanin.courts.go.jp/）では、裁判員を経験された方々への
アンケートの結果や、裁判員を経験された方々の声、裁判員制度の運用状況に関する統計データがさら
に詳しく掲載されています。是非ご覧ください。



■資源物とごみの収集日
収集時間は、各地区により決められた時間となります。

野焼き・不法投棄は法律で禁止されています。
ごみは適切に各地区指定箇所に出して下さい。

可燃ごみ 毎週火・金曜日
各地区　指定箇所

資源物

 6月10日（木）

粗大ごみ

 5月31日（月） 払沢、中新田

各地区　指定箇所

役場駐車場

▲

午前7：30～午前10：30

 6月7日（月） 大久保、柳沢、八ツ手

 6月14日（月） 柏木、室内、菖蒲沢、やつがね、南原

 6月21日（月） 判之木、上里、ペンション、原山、農場

不燃ごみ

 5月22日（土）

■焼却ごみ収集量および可燃系資源物回収量

2010年3月
3月までの累計

焼却ごみ収集量
    79,730 ㎏ 
    997,340 ㎏ 

19年度比
112.80%
 99.48%

可燃系資源物回収量
   25,950 ㎏ 
 319,454 ㎏

19年度比
84.37%
88.89%

■今月の納税等
・国民健康保険税（普通徴収２期）
・軽自動車税（全期）
・上・下水道使用料（３・４月分）
・介護保険料（普通徴収２期）
・後期高齢者医療保険料（普通徴収２期）
納期限・口座振替日……５月31日（月）

■住民財務課窓口の時間延長  午後７時まで
・5月18日・5月25日・6月1日・6月8日・6月15日

■人の動き
・人口 7,888人 （＋33）　   転入64
・男 3,925人 （＋34）　   転出22
・女 3,963人 （－1）　     出生4
・世帯数 2,888世帯 （＋38）　    死亡13

平成22年4月末現在。（　）内は先月比。

給水装置の修理は施工された指定工事店へ依頼してください。
緊急の場合は当番店でも相談にのっています。

■上水道当番指定店
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5月9日（日）～5月15日（土）
5月16日（日）～5月22日（土）
5月23日（日）～5月29日（土）
5月30日（日）～6月5日（土）
6月6日（日）～6月12日（土）
6月13日（日）～6月19日（土）

㈱キタハラ
㈱有賀水道
南部建設㈱
㈲森山建設
㈲伊藤水道設備
㈲篠原鉄工建設

☎72-7418
☎72-4017
☎79-5720
☎79-5730
☎79-3447
☎79-2421

毎週水曜日

■諏訪地区小児夜間急病センター
・場　　所／諏訪市四賀2299-1
・診療日及び診療時間／毎日
　　　　　　　　　　  午後７：００～午後９：００
・診療科目／小児科（けがは除く）
・お問い合わせ … ☎５４-４６９９（よるきゅうきゅう）

●5月18日、5月25日、6月1日、6月8日、6月15日
　》時間：午後１：３０～　　》場所：もみの湯
　》問い合わせ先：保健福祉課　健康づくり係
　　　　　　　　　  ☎７９-７７０３（直通）

●1班 ５月25日（火）、６月８日（火）
大久保・柳沢・八ツ手・払沢・上里・農場・ペンション・原山

●2班 ５月18日（火）、６月１日（火）、６月15日（火）
柏木・菖蒲沢・室内・中新田・南原・判之木・やつがね

もみの湯送迎福祉バス

もみの湯『介護予防教室』

●休診　土・日曜日、祝日、年末年始
 　》問い合わせ先：☎７９-２７１６（直通）

休日の当番医等　茅野・原地区医師会

5月16日日

期　日 医　科 薬　局
原田内科呼吸ケアクリニック

☎82-7055
わかば薬局
☎82-4108

5月23日日 おもだか皮膚科
☎73-2525

ヤジマ薬局
☎72-2342

5月30日日 八ヶ岳メンタルヘルスサポート
☎75-2088

ヤジマ薬局
☎72-2342

6月6日日 上原ファミリー薬局
☎73-7177

6月13日日

ちのメンタルクリニック
☎82-8277

茅野土屋薬局
☎71-2122

ヨコイ眼科
☎72-2316

■『土砂災害１１０番』窓口（土砂災害に関する質問・相談）
☎５７－２９３６

※平日と大雨注意報・警報発令中に利用可能
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原村地域福祉センター 問保健福祉課 ☎79-7092
原村診療所 ☎79-2716

　

日
に
日
に
暖
か
さ
が
増
し
、
と
て
も
穏
や
か
な
季
節

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。み
な
さ
ん
体
調
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。新
年
度
が
始
ま
っ
て
１
ヶ
月
が
過
ぎ
、ご
家

族
の
な
か
に
は
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
方
も
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。　

　

毎
年
こ
の
時
期
に
、な
ん
だ
か
体
が
だ
る
く
な
る
、気

分
が
落
ち
込
む
、
や
る
気
が
出
な
い
な
ど
不
調
を
訴
え

る
人
が
多
く
い
ま
す
。俗
に
い
う
〝 

五
月
病 

〞
と
い
わ

れ
る
も
の
で
、
新
し
い
環
境
や
慣
れ
な
い
生
活
の
な
か

で
の
緊
張
感
が
ひ
と
段
落
し
、
自
分
で
も
気
づ
か
な
い

う
ち
に
溜
め
込
ん
で
い
た
ス
ト
レ
ス
が
症
状
と
し
て
現

れ
ま
す
。こ
の
よ
う
な
症
状
が
あ
わ
ら
れ
た
場
合
は
ど

う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
。

　

も
っ
と
も
良
い
方
法
は
、
無
理
せ
ず
静
養
す
る
こ
と

で
す
。み
な
さ
ん
は
ス
ト
レ
ス
の
対
処
法
を
お
持
ち
で

す
か
？
あ
る
調
査
に
よ
る
と
、
女
性
は
、「
家
族
や
友
人

に
話
し
を
聞
い
て
も
ら
う
」人
が
最
も
多
く
、
男
性
は
、

「
趣
味
を
楽
し
む
」人
が
多
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま

す
。し
か
し
、ス
ト
レ
ス
は
自
分
で
も
気
づ
か
な
い
場
合

も
多
く
、
ま
わ
り
の
家
族
が
気
づ
い
て
あ
げ
る
こ
と
が

大
切
で
す
。家
族
が
疲
れ
て
い
る
か
な
？
と
感
じ
た
ら
、

声
を
掛
け
、
無
理
を
し
過
ぎ
て
な
い
か
話
し
合
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。ま
た
、不
眠
、頭
痛
、め
ま
い
等
症
状
が
身
体

的
に
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
早
め
に
専

門
機
関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。村
で
も
、精
神
保
健
相
談

会
を
実
施
し
ま
す
。一
人
で
、ま
た
は
家
族
だ
け
で
問
題

を
抱
え
込
み
過
ぎ
な
い
こ
と
が
最
も
大
切
で
す
。

　

忙
し
い
か
な
？
と
感
じ
た
ら
、
今
の
生
活
を
ふ
と
立

ち
止
ま
っ
て
振
り
返
り
、
自
分
自
身
の
心
と
向
か
い

合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
（
保
健
福
祉
課
保
健
師
・
松
澤
利
子
）

実施日・受付時間種　別 対象者場所
5月

6月

原村診療所

午後１：15～午後１：30

午後１：00～午後１：10

午後12：30～午後12：45

午後1：00～午後1：15

午後1：00～午後1：15

午後1：00～午後1：15

午後１：30～

予約した時間

午前8：30～午前11：00
午後1：00～午後3：00

午後１：00～午後3：00

午前9：30～午前11：00

午後１：00～午後１：15

午前9：45～午前10：00

午前9：45～午前10：00

予約した時間

午後１：15～午後１：30

午後１：15～午後１：30

７才半～H21年12月生

H22年1月生

希望者（要予約）

希望者（要予約）

H21年７、10月、H22年１月生

H19年９､10､11月生

希望者（要予約）

希望者（要予約）

希望者（要予約）

希望者

希望者

H20年３、４、５月生

希望者

H21年６、７月生

希望者（要予約）

７才半～H21年11月生

希望者（要予約）

地域福祉センター

地域福祉センター

保健センター

地域福祉センター

保健センター２階

保健センター２階

保健センター２階

保健センター

地域福祉センター

保健センター２階

保健センター２階

保健センター２階

保健センター２階

中央公民館

保健センター

地域福祉センター

地域福祉センター

ポ リ オ
Ｂ Ｃ Ｇ
子 宮 が ん 検 診
母親学級前期コース②
乳 児 検 診
２ 歳 半 歯 科 健 診
母 乳 学 級
乳がんマンモグラフィ検診   

ヘルススクリーニング

健 康 相 談
育 児 相 談
２ 歳 児 歯 科 健 診
む し 歯 予 防 教 室
離乳食教室11・12ヶ月コース
乳がんマンモグラフィ検診 
三 種 混 合
母親学級後期コース

17日月

19日水

20日木

21日金

25日火

26日水

27日木

28日金

１日火～
４日金

７日月

８日火

９日水

10日木

10日木

11日金

11日金

12日土

さけとほうれん草のキッシュレシピ61★材料（直径18cm型）
ほうれん草..........2/3束
生さけ.................2切れ
チーズ.................70ｇ
しめじ.................1/2パック
冷凍パイシート
　　　.................160ｇほど
卵........................3個
生クリーム..........3/4パック
塩.................ミニスプーン2
コショウ..............少々

☆つくりかた

①ほうれん草は塩少々を入れた熱湯でサッとゆで、水にとってか
ら流水でよく洗い、水気を絞って3ｃｍに切る。鮭は魚焼きグリ
ルで両面をこんがりと焼き、皮と骨を取り除いて1口大にほぐ
す。しめじはほぐし半分に切り、耐熱のボウルに入れ、電子レン
ジで１分半加熱する。
②パイ生地は解凍し、型より少し大きめにのばす。型に敷き込ん
で余分な部分を切り取り、冷蔵庫で休ませる。
③卵を溶きほぐして生クリームを加え、塩・コショウで調味す
る。①の具を混ぜる。
④②に③を流しいれ、180度に温めたオーブンで、こんがりと焼き
色がつくまで20～25分間焼く。

鮭を先にグリルする事で臭みをなくします。手間をなくして生のままでも
ＯＫです。パイ皮は、具を入れる前にオーブン180度で10分焼いておくと
より触感が良くなりますよ。

〝
五
月
病
〞
あ
な
た
は
大
丈
夫
？区　分 月 火 水 木 金

午　前
 受付 8：30～
　　 11：30
 診療 9：00～

 
安藤公二 安藤公二

　

鎌田實
または
安藤親男

安藤公二 安藤公二

午　後
 受付 1：30～
　　  4：45
 診療 2：00～

安藤公二 安藤公二 安藤公二
休診

健康相談
（担当 看護師）

安藤公二
第①午後2～3時
漢方外来
長坂和彦
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八ッ手機織り保存会展示即売会

海外青年協力隊　帰国報告

原小・中学校で入学式保育所とこひつじ幼稚園で入園式 御柱祭　前宮二の木作り

ニュージーランドホームステイ

　２００８年６月から２０１０年３月まで、バヌアツ共和
国へ海外青年協力隊員として派遣されていた進藤久美
さんが、清水村長へ帰国報告を行いました。バヌアツ
共和国では、音楽教員を育てる養成所に勤務し、小中
学校・高校の教員になる学生に、音楽の基礎や授業の
進め方などを教えていました。進藤さんは、今まで教
員としてやってきた事が、現地でも活かすことができた
そうです。また、言葉は大変だったが、現地の方がとて
も話しかけてくれたので、さみしくはなかったそうです。
進藤さんは現在、音楽科の教員として原中学校に勤務
しています。今後は、原中の生徒に世界の音楽を紹介
するなど、バヌアツ共和国で経験したことを、授業に
活かしていきたいと、笑顔で話してくれました。

　３月２１日には、八ッ手機織り保存会が、展示即売
会を八ッ手公民館で行いました。会場には村内外から
幅広い年齢の方が大勢訪れ、賑わっていました。茅野
市から来た方は、「子供の頃は、ぼろ機織りの良さが
分からなかった。祖母や母が行ってきたこの伝統は、
続けて行かなければと思う」と話していました。また、
横浜から来た家族は、村内へ宿泊していて、この展示
即売会を知ったということで、「すごく楽しい。もの
づくりが好きなので、来れて良かった」と話していま
した。会場には、色鮮やかな作品が数多く展示されて
いました。

　３月３１日に行われた前宮二の御柱の木作りには、
朝から多くの氏子が集まりました。まず神事が行われ、
その後、斧係が中心となって木作りが行われました。
午後になると曳行時に乗るメドデコや、柱と曳き綱を
つなぐワナグリを御柱に取り付けました。作業は夕方
遅くまでかかりましたが、無事作業が終了しました。
　また、この日は、前宮二の他にも、４つの柱でも木作
りが行われ、御柱街道は大勢の氏子で賑わっていました。

　４月６日には、原小学校と原中学校で入学式が行わ
れました。
　原小学校では、６０名の児童が入学しました。入学式
で加藤校長先生は、「自分から気持ちの良いあいさつ
をしてください。そして、明日からはルンルン気分で原
小へ来てください。」と歓迎の言葉を贈りました。また、
原村商工会から、今年で３０回目となる、黄色い安全
帽子が贈られました。

　４月７日には、こひつじ幼稚園で１７名の新入園児を
迎え、入園式が行われました。この日はあいにくの雨
模様となりましたが、会場には多くの来賓の方が訪れ、
新入園児にお祝いの言葉を贈りました。また最後には、
在園児から新入園児へプレゼントが贈られ、入園式を
閉じました。

　原村人づくり事業で、友好都市のニュージーランド・フランクリ
ン地区プケコヘ区に、原中学校の生徒９名がホームステイをしま
した。この原村人づくり事業は、平成９年から始まり、今回で１３
回目となります。また、１９日の壮行会では、「文化の違いを学び
ながら、日本の文化を伝えたい」、「たくさんの友人を作りたい」
など、参加する生徒が一人ずつ抱負を発表しました。
　期間は、３月１９日から３０日までの１２日間で、ホームステイや
プケコヘの学校の生徒との交流・オークランド市内の見学などを
行いました。３０日には、参加した９名の生徒が元気な姿で、原村

へ帰ってきました。
　なお、今年９月には、
プケコヘインターメデ
ィエートスクールの生
徒や先生が原村を訪れ、
ホームステイをする予
定です。→

　原中学校では、７３名の生徒が入学しました。生徒玄
関前には、クラス名簿が掲示され、自分や友人の名前
を探す新１年生の姿が見られました。また、入学式で小
林校長先生は、「中学生と呼ばれることは、人生の大
きな転機であり、大人への第一歩です。そのためには希
望や願いを持つことが必要です。」と式辞を述べると、
新１年生は緊張した面持ちで耳を傾けていました。

　４月１日には、原保育所で入園式が行われました。
入園式で清水村長は、「最初は、環境に慣れるまでは
大変だと思いますが、たくさん食べて、たくさん遊んで、
大きく育ってください。」と挨拶しました。また、在園
児が「春が来たんだ」を歌い、新入園児を歓迎しまし
た。そして、保育士による保育所生活の１日を劇にして、
新入園児に披露していました。


